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1． 人財育成

YOKOGAWAグループでは、人が成長することは会社が成長

することと考え、人を最も大切な財産と位置づけています。2002年

度は経営戦略のミッションサイズに応じた責任と評価を基本と

する評価制度（MS制度）の展開を加速しました。

2． 社員教育

（1）人財育成教育

人財育成方針に基づいて、全社員のビジネス基礎力の育成、

全社施策、事業部戦略を推進するビジネス・リーダーの育成、自己

実現を目指すキャリヤデザイン作りなどの教育を展開しています。

（2）環境教育

2001年度に策定した新たな環境教育体系（勤続年数に対応

した教育メニューと全員を対象にした環境報告書の理解）に

基づいて実施しました。「環境報告書の理解」については、その

後のアンケート調査によって理解が進んだことが明らかになり

ました。また、横河総合研究所との共催による講演会「動き出した

『温暖化ガス排出権』制度とビジネスチャンス」を開催しました

（出席者71名）。

（3）企業倫理教育

横河電機のラインマネージャー、国内事業連結会社代表を

対象に企業倫理に関する講演会を開催しました（P7を参照下

さい）。今後、グループ会社を含む全マネージャー、全社員に対し

ても順次実施していきます。

3． 雇用

（1）障害者雇用

YOKOGAWAグループでは「年齢、性別、学歴、国籍、障害の

有無などの属性にかかわらず、平等な機会の提供と評価を

実施する」真の平等を標榜しています。この考え方に基づいて、

障害者を雇用しています。

従業員との関わり
 「人は最も大切な財産」との観点から人財育成のために、多様な教育活動を展開しています。障害者雇用に

ついては、1993年以降、障害者の法定雇用率を達成しています。また、OB社員については、個人、企業のニーズ、

世代交代などを配慮し新たな雇用機会の創出に取組みました。また、従業員のストレスマネジメントの一環としてグ

ループ総合相談窓口を設けました。

（2）定年後のOB社員の活用

これまで定年後のグループOB社員の人財活用については、

グループ内を中心にさまざまな雇用の機会を提供してきました。

しかし、雇用形態についての企業、当事者のニーズの変化、市場

ニーズの拡大、グループ内での世代交代の必要性などを考慮し、

新たな取り組みを開始しました。グループOB社員の活躍の場を

グループ内だけでなく、一般労働市場にも広げ、定年後の雇用の

機会を拡大しています。同時にフレキシブルな就業形態と市場

価格をベースにした処遇を導入しました。

4． 労働安全衛生

（1）安全管理

労使双方が知恵を出し合って安全で快適な会社・職場を

築いていくことを目的に安全委員会を開催し、運営しています。

過去3年間の業務上の災害動向は下記の通りです。

（２）YOKOGAWAグループ総合相談窓口

急激な環境変化がもたらす従業員のストレス増加に対応する

ためにストレスマネジメントが重要と考えます。そこで、その一環と

して「社員の悩みを取り除いてストレスを軽減し、働きやすい職場

環境を実現し、満足度を高める」ことを目的に総合相談窓口を

設置しました。また、日本産業カウンセラー協会と提携し、同協会

の相談室も無料で利用できるようになりました。

過去10年間の障害者雇用率推移

横河電機 過去3年間の業務上の災害動向
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1． 社会貢献活動

（1）環境貢献活動

武蔵野市が主催する市内一斉清掃にYOKOGAWAグループ

の社員ならびに家族が参加しました。三鷹駅から横河電機本社

工場までの道路沿いを中心に清掃しました。甲府事業所、YMF

駒ヶ根工場、YMF三重工場においても事業所周辺の清掃を行い

ました。また、YMF駒ヶ根工場、YMF松川工場では、循環型社会

の実現を目指す「天竜川水系環境ピクニック」にも積極的に参加

して天竜川の現状を

認識し、天竜川水系の

ゴミ拾いを行いました。

（2）社会貢献活動

①メセナ活動

メセナ活動は企業の社会的責任の一つと考えて実施

しています。これまでにもアジア諸国への自社製品寄贈や

中国産業技術分野での人材育成基金設立など地道な

活動を続けています。最近では97年からのカマン・カレホ

ユック遺跡（トルコ）発掘調査などへの資金援助や2000年

から3年にわたり行われた建仁寺の法堂天井画「双龍図」

制作支援が挙げられます。

②プロジェクトHOPEジャパン

プロジェクトHOPEジャパンは、1997年に発足した「健康・

医療環境の向上」に向けて自立化支援を行う認定

NPO法人です。これまでにタイ、インドネシア、カンボジア、

ルーマニア、ボスニアなどにおいて医療教育や医療物質の

支援を行うととも

に、トルコ地震、台

湾地震、ニュー

ヨークテロ災害

などに災害支援

社会との関わり
 企業の社会的責任の観点から、事業所周辺の清掃などの環境貢献活動、メセナ活動、国際的に医療支援を行っ

ているNPOの活動支援などの社会貢献活動を行っています。こうした貢献活動は徐々に海外の事業所にも広がり

を見せています。また夏には、本社工場では“横河まつり”、甲府事業所では“甲府夏まつり”を開催し、地域の方々

にも参加いただき地域との交流に努めています。

を行なってきています。YOKOGAWAグループでは、発足時

からグループをあげて支援してきています。2003年1月現

在、約350法人会員のうち33法人、個人会員約1800名の

うち約半数がYOKOGAWAグループの法人、従業員です。

③水耕栽培野菜の寄付

 シンガポールのYokogawa Electric Asiaでは屋上で

野菜の水耕栽培を行っています。野菜作りは“緑の文化”

と地球環境保全の認識を促進するために開始した

もので、従業員が休み時間を活用して世話をしています。

栽培の野菜はきゅうり、なす、ニガウリ、トマト、レタスなど

です。収穫した

野菜は子供の福

祉施設に寄付を

しています。

2． 地域との交流

毎年、本社工場では、社員、地域の方々、お客様の参加する

“横河まつり”を開催し、2002年度は約13000人が参加しました。

会場には多数の模擬店が開店し、役員、マネージャーが店長、

売り子になります。うちわやコップは環境負荷の小さなエコ商品

を使用し、また、「リサイクルショップ」による売上げを環境団体

に寄付するなど、環境への取り組みも同時に行いました。

甲府事業所においても

“甲府夏まつり”を開催

し、社員、家族、地域の

方々約3500人が参加

しました。

持参したレントゲン写真の使い方を指導する
プロジェクトHOPEジャパンスタッフ

屋上の水耕栽培

天竜川水系環境ピクニック

横河まつり
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1． 環境報告活動

環境報告書の発行は本年度で5度目になります。YOKOGAWA

グループでは、長期経営構想のもとに環境経営の取り組みを

より強化し、社内外の意思疎通を確実にするために、環境報告書

を重要なコミュニケーション手段として活用し、関連会社をはじめ

として各方面へ配布しています。また、ステークホルダー（利害関

係者）との関係をより確かなものにするために、本年度も外部

の専門スタッフの協力を得て本報告書をまとめました。本冊子

に加えて当社ホームページでは、「環境保全活動」のコーナを設

け、YOKOGAWAグループの「環境」への取組みに関して情報

発信をしています。また、英文版環境報告書についても、この

コーナーからアクセスできるようにしています。さらに海外子会社

でも重慶横河川儀有限公司、蘇州横河電表有限公司において

それぞれのサイトレポートを作成しています。

環境保全活動のWebアドレス（日本語）：

http://www.yokogawa.co.jp/Environment/

環境保全活動のWebアドレス（英語）：

http://www.yokogawa.com/environment/

2． 2002年版環境報告書に対する反応

YOKOGAWAグループでは、昨年度の環境報告書を社員に対

する環境教育の教材として活用しました。また、環境報告書に対

環境コミュニケーション
 YOKOGAWAグループでは、ステークホルダー（利害関係者）との関係を確かなものにするために、前年度の環境

報告書に関して社内外から得たアンケート回答結果を分析し、環境経営推進や本年度の環境報告書作成の際の

参考情報にしました。また、昨年に引き続き外部の専門スタッフの協力を得て環境報告書を作成し客観性・市民性の

確保に留意しました。この他にも、展示会などの機会を捉えて、YOKOGAWAグループの環境ソリューションの紹介を

積極的に進めてきました。

重慶横河川儀有限公司の環境レポート

するアンケート回答を社内外から集計しました。それによると、全体

の評価は5点満点で以下のようになっています（回答数487）。

・内容はわかりやすいですか ……………………… 3.7

・知りたいことが十分に記載されていますか ……… 3.9

・環境保全の取組みについての評価は…………… 4.1

また、記載項目に対して関心度の高いトップ5項目は以下のよう

になっていました。

1．エネルギー　2．社会貢献　3．長期環境経営構想

4．ゼロエミッション　5．グリーン生産と環境適合設計

さらに、社外の方々から以下のコメントが自由回答で寄せられ

ました。

・ソリューションの具体的事例をもっと豊富にしてほしい

・環境に対する企業の活動としては大変評価できるものと

 感じた。報告書の表現が少し硬いような気がする。

・アンケートの回答及び反映内容を開示してほしい。報告書作

 成の協力者の名前も開示した方が励みになるのではないか。

・エコファンドの環境評価をするのに非常に参考になった。

YOKOGAWAグループとしては、2003年版の環境報告書

作成に際して、この回答結果やご意見をできるだけ考慮しており

ますが、双方向のコミュニケーションという面では、今後さらに改善

を重ねていく必要があると認識しています。

3． その他のコミュニケーション活動

 環境報告書やホームページ以外では、社外のステークホル

ダーと以下のコミュニケーション接点を持ちました。

（1）環境ソリューション関連製品の出展や研究報告

東京、大阪で開催されたENEX2003やNEDO主催の研究

報告会などで、YOKOGAWAグループの代表的な環境ソリュー

ションである“エコノパイロット”などを紹介しています。

（2）各種団体への参画

武蔵野市環境市民会議への委員派遣や、（社）電子情報技術

産業協会（JEITA）の環境・安全委員会等への委員派遣など、

市の委員会や環境にかかわる団体へ積極的に参画しています。
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会社概要

商　号： 横河電機株式会社

 （Yokogawa Electric Corporation）

創　業： 大正4年（1915年）9月1日

創　立： 大正9年（1920年）12月1日

代表者： 代表取締役社長 内田 勲

資本金： 2003年3月現在 単独：323億600万円

本　社： 東京都武蔵野市中町2丁目9番地32号

主な事業内容：

プロセス用計測機器・制御装置、電気計器、

測定器、航空・宇宙機器、分析機器、記録計、

LSIテスター、電源ユニット、

医療画像情報処理システムの開発、設計、製造、

販売およびサービス

2000年3月： 5,952人（単独）、17,249人（グループ）

2001年3月： 5,852人（単独）、18,504人（グループ）

2002年3月： 5,755人（単独）、17,244人（グループ）

2003年3月： 5,538人（単独）、18,675人（グループ）

■ 主な動き
横河電機は、2001年1月に発表した新長期経営構想の中で、

半導体テスタ事業および通信向け測定器事業の計測機器ビジ

ネス分野への注力を掲げ、事業の拡大を加速することを目指しま

した。この方針の下に、同分野で事業の基盤強化を意図して

いた安藤電気（株）との協業を進めてきましたが、これをさらに

発展させ、「技術融合により新たなテストソリューションを創造し、

顧客価値を創造すること」を目的に、2002年10月1日付けで安藤

電気（株）の株式を100％取得しました。

現在、世界的なIT不況と国内設備投資の抑制が続く中、中国

を中心とするローコストカントリーの台頭にともなう世界的な価格

競争の激化の影響を受け、YOKOGAWAグループ全体も利益

率の低い厳しい状況に置かれています。これに対応するため、

YOKOGAWAグループでは間接部門の大幅なスリム化と現業

部門へのシフトなど、“健全で利益ある経営”を実現するための

さまざまな施策を進めてきました。その一環として、グループの

世界的なコスト競争力を強化することを目的として、2004年3月末

をめどに国内生産19拠点を4拠点に統合する、国内生産体制の

大規模な再編に取組んでいます。具体的には、システム製品を

一貫生産する「小峰工場」、プロダクト製品を一貫生産する

「甲府工場」の2工場に集約・統合します。これに、プリント基板

生産の「青梅工場」、電子デバイス生産の「駒ヶ根工場」を合せ、

国内の生産拠点は4拠点体制となります。

一方、海外については、アメリカ、オランダ、ドイツ、シンガポール、

インドネシア、中国、韓国、インド、ブラジルの9ヶ国にある13工場で

生産を行なっています。その中で、中国は市場経済化が著しい

ことから、2002年10月に100％出資の地域統括会社「横河電機

（蘇州）有限公司」（横河・中国）を新設しました。そして、簡易

測定機器は韓国、制御システムはシンガポール／インドネシアの

各子会社、メータは中国蘇州市の既存の子会社、制御フィールド

機器は横河・中国に集約し、4拠点集中によるグローバル生産

体制で競争力強化を図っています。

さらに、情報サービスビジネスの強化・拡大を加速させるため

に、2003年4月1日付けでYOKOGAWAグループの情報システム

会社3社を統合し、新会社「横河情報システムズ株式会社」を

設立しました。
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主要事業所データ

本社工場 所在地：東京都武蔵野市中町2-9-32�
 主要製品：情報ソリューション・制御システム・IPネットワークソリューション・医療情報システム・システムインテグレーションなどのソリューション提供、�
 システムエンジニアリング、航空計器、BM計�

甲府事業所　所在地：山梨県甲府市高室町155　 主要製品：プロダクト製品�

YMF小峰工場　所在地：東京都あきる野市小峰台1　 主要製品：システム製品�

YMF青梅工場　所在地：東京都青梅市藤橋3-8-2　 主要製品：プリント基板�

インプット� アウトプット� 法規制� 規制値� 最大値�
エネルギー�

�

�

水�

�

物質�

電力�

ガス（都市ガス・LPG）�

石油�

水道水�

地下水�

紙�

フロン類�

トリクロロエチレン・テトラクロ

ロエチレン・ジクロロメタン�

毒劇物�

有機則対象物質�

鉛�

28,563MWh�

1,179,904m3�

0k  �

77,500m3�

100,929m3�

307,022kg�

0kg�

19kg�

�

50kg�

320kg�

127kg

大気への排出�

�

水域への排出�

�

�

廃棄物�

�

�

循環資源�

大気�

�

�

�

�

�

�

水域�

CO2�

CFC換算�

総排水�

（生活排水）�

（工場排水）�

化学処理廃液�

埋立廃棄物�

焼却廃棄物�

ＮＯｘ・冷温水�

ＮＯｘ・コジェネ�

ＮＯｘ・ボイラー�

ＳＯｘ・冷温水�

ＳＯｘ・ボイラー�

ばいじん・冷温水�

ばいじん・コジェネ�

水素イオン濃度�

ＢＯＤ�

ＳＳ�

85/45ppm�

200ppm�

－�

－�

－�

0.05g/Nm3�

0.04g/Nm3�

5.7～8.7pH�

－�

－�

74/41ppm�

180ppm�

－�

－�

－�

不検出�

不検出�

7.3～8.7pH�

－�

－�

2,679t�

0t�

157,889m3�

（154,811m3）�

（3,078m3）�

0.4t�

0t�
＊111.6t�

948.7t

インプット� アウトプット� 法規制� 規制値� 最大値�
エネルギー�

�

�

水�

�

物質�

電力�

ガス（都市ガス・LPG）�

石油�

水道水�

地下水�

紙�

フロン類�

トリクロロエチレン・テトラクロ

ロエチレン・ジクロロメタン�

毒劇物�

有機則対象物質�

鉛�

14,401MWh�

403,338m3�

0k  �

26,808m3�

82,362m3�

15,208kg�

0kg�

960kg�

�

336kg�

7,502kg�

2,324kg

大気への排出�

�

水域への排出�

�

�

廃棄物�

�

�

循環資源�

大気�

�

�

�

�

�

�

水域�

CO2�

CFC換算�

総排水�

（生活排水）�

（工場排水）�

化学処理廃液�

埋立廃棄物�

焼却廃棄物�

ＮＯｘ・冷温水�

ＮＯｘ・コジェネ�

ＮＯｘ・ボイラー�

ＳＯｘ・冷温水�

ＳＯｘ・ボイラー�

ばいじん・冷温水�

ばいじん・コジェネ�

水素イオン濃度�

ＢＯＤ�

ＳＳ�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

5～9pH�

600mg/  未満�

600mg/  未満�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

8.3pH�

40mg/  �

55mg/  

916t�

0t�

48,412m3�

（43,612m3）�

（4,800m3）�

215t�

0t�

96t�

620t

インプット� アウトプット� 法規制� 規制値� 最大値�
エネルギー�

�

�

水�

�

物質�

電力�

ガス（都市ガス・LPG）�

石油�

水道水�

地下水�

紙�

フロン類�

トリクロロエチレン・テトラクロ

ロエチレン・ジクロロメタン�

毒劇物�

有機則対象物質�

鉛�

8,868MWh�

77,745m3�

0k  �

14,045m3�

0m3�

53,617kg�

24kg�

0kg�

�

1,283kg�

3,039kg�

2,196kg

大気への排出�

�

水域への排出�

�

�

廃棄物�

�

�

循環資源�

大気�

�

�

�

�

�

�

水域�

CO2�

CFC換算�

総排水�

（生活排水）�

（工場排水）�

化学処理廃液�

埋立廃棄物�

焼却廃棄物�

ＮＯｘ・冷温水�

ＮＯｘ・コジェネ�

ＮＯｘ・ボイラー�

ＳＯｘ・冷温水�

ＳＯｘ・ボイラー�

ばいじん・冷温水�

ばいじん・コジェネ�

水素イオン濃度�

ＢＯＤ�

ＳＳ�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

5.7～8.7pH�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

6.5～8.0pH�

－�

－�

436t�

1kg�

11,536m3�

（11,116m3）�

（420m3）�

76t�

0t�

7.3t�

688t

インプット� アウトプット� 法規制� 規制値� 最大値�
エネルギー�

�

�

水�

�

物質�

電力�

ガス（都市ガス・LPG）�

石油�

水道水�

地下水�

紙�

フロン類�

トリクロロエチレン・テトラクロ

ロエチレン・ジクロロメタン�

毒劇物�

有機則対象物質�

鉛�

8,616MWh�

196,689m3�

0k  �

6,289m3�

139,143m3�

4,516kg�

0kg�

0kg�

�

0kg�

0kg�

738kg

大気への排出�

�

水域への排出�

�

�

廃棄物�

�

�

循環資源�

大気�

�

�

�

�

�

�

水域�

CO2�

CFC換算�

総排水�

（生活排水）�

（工場排水）�

化学処理廃液�

埋立廃棄物�

焼却廃棄物�

ＮＯｘ・冷温水�

ＮＯｘ・コジェネ�

ＮＯｘ・ボイラー�

ＳＯｘ・冷温水�

ＳＯｘ・ボイラー�

ばいじん・冷温水�

ばいじん・コジェネ�

水素イオン濃度�

ＢＯＤ�

ＳＳ�

－�

－�

150ppm�

－�

－�

－�

－�

5.8～8.6pH�

300mg/  未満�

300mg/  未満�

�

－�

－�

43ppm�

－�

－�

－�

－�

7.8pH�

170mg/  �

1mg/  

448t�

0t�

63,025m3�

（15,438m3）�

（47,587m3）�

665t�

0t�

48t�

174t

YMF駒ヶ根工場　所在地：長野県上伊那郡宮田村2061　 主要製品：電子デバイス�

インプット� アウトプット� 法規制� 規制値� 最大値�
エネルギー�

�

�

水�

�

物質�

電力�

ガス（都市ガス・LPG）�

石油�

水道水�

地下水�

紙�

フロン類�

トリクロロエチレン・テトラクロ

ロエチレン・ジクロロメタン�

毒劇物�

有機則対象物質�

鉛�

7,284MWh�

0m3�

705k  �

0m3�

105,000m3�

527kg�

0kg�

0kg�

�

0kg�

1,934kg�

0kg

大気への排出�

�

水域への排出�

�

�

廃棄物�

�

�

循環資源�

大気�

�

�

�

�

�

�

水域�

CO2�

CFC換算�

総排水�

（生活排水）�

（工場排水）�

化学処理廃液�

埋立廃棄物�

焼却廃棄物�

ＮＯｘ・冷温水�

ＮＯｘ・コジェネ�

ＮＯｘ・ボイラー�

ＳＯｘ・冷温水�

ＳＯｘ・ボイラー�

ばいじん・冷温水�

ばいじん・コジェネ�

水素イオン濃度�

ＢＯＤ�

ＳＳ�

－�

－�

－�

－�

4.2ppm�

－�

－�

5.8～8.6pH�

－�

－�

－�

－�

－�

－�

0.12ppm�

－�

－�

6.0～8.4pH�

－�

－�

0t�

0t�

105,000m3�

（9,652m3）�

（95,348m3）�

0t�

0.37t�

0.304t�

34.1t

（注） － ：実績値なし、規制対象外を示します

＊1 本社工場の焼却廃棄物ゼロ達成は2003年3月のため、それ以降はゼロになっています。
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環境保全活動のあゆみ／編集後記

1971年�

1974年�

1987年�

1989年�

1991年�

�

1993年�

�

1994年�

�

1995年�

�

�

1996年�

�

�

1997年�

�

1998年�

�

�

1999年�

�

�

2000年�

�

�

�

2001年�

�

�

�

2002年�

�

�

2003年�

�

7月�

5月�

10月�

4月�

8月�

2月�

7月�

8月�

12月�

6月�

�

10月�

3月�

5月�

�

4月�

7月�

2月�

5月�

6月�

9月�

11月�

12月�

7月�

8月�

9月�

11月�

3月�

7月�

9月�

11月�

2月�

�

8月�

2月�

�

公害防止組織設置�

都条例に適合する廃液除害施設の設置�

環境アセスメントへの取り組み開始�

フロン委員会発足�

地球環境保全推進室の新設�

「地球を守ろう」キャンペーン始まる�

地球環境委員会発足、環境担当役員決定�

環境ボランタリープラン制定�

環境ボランタリープラン1993年度活動成果報告�

洗浄用特定フロン・トリクロロエタン全廃完了�

「環境調和型企業を目指す」取締役会決定の第一歩として「ISO14001認証取得」を決定�

環境ボランタリープランをISO14001のプランに吸収�

横河電機地球環境委員会再編成�

環境マネジメント基本規程（環境社規）制定�

本社工場、甲府事業所、小峰工場（現＊1YMF小峰工場）の地球環境委員会発足�

本社工場に太陽光発電設置／武蔵野市と防災協定を締結�

環境PR社内報「グリーンタイムズ」発刊�

甲府事業所 ISO14001認証取得�

本社工場、小峰工場（現YMF小峰工場） ISO14001認証取得�

本社工場新本館にコジェネ発電システム（585MW 2基）導入�

YOKOGAWA環境カタログ発刊�

「環境報告書1999」発刊、環境会計を導入・開示�

環境ラベル（タイプ II）導入�

日本経済新聞「第3回環境経営度調査」の製造業部門で第2位にランクされる�

本社工場で埋立廃棄物ゼロ達成�

不特定顧客への納品に対応した国内初の「通いコンテナ」を採用�

「環境報告書2000」発刊、第三者検証を導入�

日中3E（エネルギー、環境、経済）研究院プロジェクトの環境会計モデルに蘇州横河電表有限公司が参画�

YOKOGAWAグループ環境マネジメント基本規程を制定�

「環境報告書2001」発刊�

3サイト統合認証�

甲府事業所で埋立廃棄物ゼロ達成�

YMFあきる野事業所（現YMF小峰工場）で埋立廃棄物ゼロ達成�

甲府事業所にライトスルー型太陽光発電装置設置�

4サイト統合認証�

送水ポンプ省エネ制御システム「エコノパイロット」が省エネ大賞「資源エネルギー庁長官賞」受賞�

甲府事業所経済産業省主催のエネルギー管理優良工場表彰において、「関東経済産業局長賞」を受賞�

編 集 後 記

・ 昨年度の環境報告書に対するアンケートでは「内容のわかりやすさ」が最も低い評価でした。そこで文体や言葉使いに配慮する
とともに、最もお伝えしたい事項を冒頭にPointとしてまとめました。

・ YOKOGAWAグループの環境報告書は社会的な動向や読者の関心事を反映させることを一つの特色としています。今回は、
企業行動規範、有害物質排除、労働安全衛生などを新設しました。

・ 重要な環境リスクマネジメントの対象項目については情報開示すべきと考えています。本報告書ではYMF毛呂山工場跡の土壌・
地下水汚染について報告しました。

・ 本年も昨年と同様、環境コミュニケーションを主業務とする第三者とのプロジェクトにより作成しました。作成過程では、社会の動向を
はじめ、テーマの選定、記述内容について活発な意見交換を行ない、多くの収穫がありました。また、こうしたプロジェクト方式は、
報告書の透明性、信頼性を高めるためにも有益な方法と思いますが、いかがでしょうか。

＊1 YMF： 横河エレクトロニクス・マニファクチャリング（株）



ご意見・ご感想をお寄せください�

本報告書は、2002年度のYOKOGAWAグループの環境経営の概要を報告したものです。�

YOKOGAWAグループは、本報告書に開示された情報をベースに、多くのステークホルダーの皆様とオープンな�

コミュニケーションを広めていくことも重要と考えています。�

できるだけ分かりやすく、そして具体的な活動事例をあげて、�

ご理解を深めていただけるよう努めたつもりですが、まだまだ不十分な点もあるかと存じます。�

今後のYOKOGAWAグループの環境経営、環境報告書をより充実させていくために、�

皆様のご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。�

お手数ですが、裏面のアンケートにご記入のうえ、FAX、E-mail、郵送などで�

送付していただきますようお願い申し上げます。�

横河電機株式会社　地球環境室�

〒180-8750　東京都武蔵野市中町2-9-32

FAX : 0422-52-4197



z この報告書をどのような立場でお読みになりましたか？　一つ選んでください。

□お客様　　　□株主　　　□行政機関　　　□投資・金融機関　　　□環境NGO・NPO

□YOKOGAWAグループ事業所の近隣にお住まいの方　　　□学校・教育機関　　　□学生

□企業・団体の環境担当者　　　□YOKOGAWAグループの従業員

□その他（ ）

x 記載された内容はいかがでしたか？

5. わかりやすい 4. ややわかりやすい 3. 普通 2. ややわかりにくい 1. わかりにくい

c YOKOGAWAグループの環境保全活動の取り組みについてどのように感じられましたか？

5. 良い 4. やや良い 3. 普通 2. あまり良くない 1. 良くない

v 知りたいと思われたことが十分に記載されていましたか？

5. 十分である 4. やや十分 3. 普通 2. やや不十分 1. 不十分

b 報告書の中で特に印象に残ったところ、興味を持たれたところはどの項目ですか？（複数選択可）

□長期環境経営構想の全体像　　　□環境マネジメント基本規程　　　□環境経営指標

□企業行動規範　　　□環境負荷の全体像　　　□環境マネジメント推進体制

□目標と実績の総括　　　□リスクマネジメント　　　□土壌浄化　　　□環境会計

□省エネルギー・省資源　　　□ゼロエミッション　　　□物流　　　□化学物質総合管理

□有害物質排除　　　□大気・水質保全　　　□グリーン調達・グリーン購入

□環境適合設計とグリーン生産ライン　　　□環境調和型製品　　　□環境ソリューション提案

□従業員との関わり　　　□社会との関わり　　　□環境コミュニケーション

□その他（ ）

n 全体として、この報告書をお読みになってどのようにお感じになりましたか？

5. 良い 4. やや良い 3. 普通 2. あまり良くない 1. 良くない

m その他、ご意見、ご感想がありましたらお願いいたします。

❈❉ご協力ありがとうございました。差し支えなければ、下記にもご記入ください ❉❈

お名前：

ご住所：〒

電話番号： E-mailアドレス：

郵　送　横河電機株式会社 地球環境室　〒180-8750 東京都武蔵野市中町2－9－32

ＦＡＸ　0422－52－4197 E-mail　enviinfo@csv.yokogawa.co.jp

「YOKOGAWAグループ環境報告書2003」へのご意見・ご感想�
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